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経営理念とニュービジネスの創造
一創造性の研究とアパレルソフトビジネスの開発*-

The Management Guideline for an Enterprise

and the Creation of New Business:

Research in the Creativity and Development of Software

related to Apparel Machines*

岡田　広司**

Hiroshi OKADA* *

Abstract

The enterprise advances the development of new products and the building up of new

business by the introduction of technological innovation.

The progress of the information and communication technology by computer and electronic

communication are especially remarkable. The enterprise expands its enterprise domain, mak-

ing an information communication system.

On the other hand, many enterprises are continuing the effort of the new product develop-

ment in order to draw consumer's creativity into their life.

This thesis explains about Software machines related to the apparel industry, by making

use of information communication technology and developed in order to realize the manage-

ment guideline, "The case of NEW REAL PRINCIPLE in the enterprise".

キーワード:新事業､アパレル産業､情報通信技術､創造性と開発､企業経営

K e yw o r d s: new business, apparel industry, information and communication technology, crea-

tivity and development, management in the enterprise

*　本稿は､筆者が企業において取組んだ新事業の中から取り上げたテーマである｡
* *名古屋市立大学大学院経済学研究科助教授
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は　じ　め　に

国際公共政策研究 第7巻第1号

経営理念は,社会と企業が共存共栄するために､企業がどのような形で社会にかかわって

いくかの方向性を表明したものであり､変わり行く社会環境や価値観の変化､新しい考え方

や生き方を持つ消費者に対して､企業自身が対応すべく､自らの企業革新を行うためのもの

と考えている｡またそこには､経営者が企業としての望ましいあり方について抱く考え方が

あり､経営理念にしたがって経営目標が作られ､経営活動が展開される｡企業で活動する人々

は､意思や欲望をもち､そして自分の存在意義を常に問いかけながら行動している｡このよ

うな社員を統括し､求心的活動を展開するために､､経営理念が必要になる｡

本稿は､新しい企業環境を迎えた今日にあって､消費者の価値観の変化に応えるため一つ

の新しい経営理念のもとに､新システムの開発を進めた事例を取り上げている｡

企業は新しい経営理念のもとに､ ｢社員の意識の革新と統一｣ ｢一貫性のある行動｣ ｢社会と

の良好関係を目指した統一ある活動｣を行動基準とした｡また､成熟化時代といわれる新し

い時代を迎えて設定されたこの経営理念は､ ｢ものつくりを柱とする企業｣の考え方をまとめ

た『新実質主義の提案』というコンセプトを持ち､当該理念を実践するために､いくつかの

ニュービジネスや商品開発が展開された｡その中で筆者は､企業が創業の基軸ビジネスとし

て展開している｢アパレルソーイング｣に関連する新規事業として､ 『アパレル型紙自動作成

システム』の開発を進めた｡

『アパレル型紙自動作成システム』は､近年､高まってきた消費者のアパレル感性の個性

化を実現することを主眼に企画されたものであり､市場規模はそれほど大きいとは言えない

が､消費者の生活感性の向上に繋がる新しいビジネスとして広まりつつある｡

I.新しい経営理念(新実質主義の提案)1'

高度経済成長の後､成熟時代を迎えている今日､消費者は質の高い生活創造を求めながら､

消費行動を変化させている｡物欲を満たすため､あるいは生きて行くために､個人が同じよ

うなものを求める消費生活から､自分に最も相応しい個性的な暮しを創造するため､心の充

実と感性豊かな生き方に､その焦点を合わせた生活者べと消費者の姿勢は変化してきた.

一方企業環境の変化という視点についてみれば､企業は経済至上主義から､社会の一員と

して､人類のかけがえのない財産である自然環境や生態系を破壊することなく､幸福と文化

そして平和への貢献を重視し､それを実現する企業哲学を持っていなければ存在が許されな

1) ｢新実質主義｣については,筆者が新事業を構築する際に指針としている基本的な理念である｡
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くなった｡そして現在の企業環境は､高度情報化社会への移行､エレクトロニクスや情報通

信技術を核とした技術革新の俄烈化が進み､生産面ではフレキシビリティの高い多品種少量

生産など､著しく変化してきた｡

(り企業活動の経営理念

この社会の変化を見極めて上で､企業自身も変容していかなければ､企業の安定成長がは

かれない｡商品開発を考える時､その核となる技術革新の進歩は著しく､また消費者の思考

のうねりも激しく変化していることに対応して､生産から販売まで企業活動の方向性を持つ

新しいコンセプトが必要となってきた｡その方向性とは｢企業メンバーの統一した革新意識

と社会環境とが融和した行動｣であり､これを実現するために新しい経常理念が設定された｡

経営理念とは､このように社会と企業が共存共栄するため､どのような形で社会にかかわ

っていくのか､企業の内外に向けて発信する意思表明である｡

また､筆者が新商品を開発するときに前提とした新しい企業の経営理念は､ 『新実質主義の

提案』であり､これは質の高い人間生活創造のために､モノと｢心｣が一つに結実した新し

い質の追求を意味している｡また､新実質主義のもとに進められる商品開発のコンセプトは､

生活の夢と知恵を形にする『生活のクラフツマン』である｡

次に､この新しい経営理念｢新実質主義｣を説明しよう｡

(2)新実質主義の前提

ア.実質主義を踏まえた新実質主義

新しい経営理念として提起された｢新実質主義｣は､従来から人々の生活様態の中にあり､

これまで企業活動で実践されて来た｢実質主義｣を踏まえたものである｡この｢新実質主義｣

を明確にするために､ここで実質主義を確認しておこう｡

実質主義とは｢質｣と｢量｣に対応する概念で､そのものを形成している要素を､どのよ

うな傾向を持つかという観点から見たものである｡物の成り立つもとのことであるが､場合

によってはそのものの内容の｢良い｣｢悪い｣の価値というものにも使われている｡例えば｢質

が落ちた｣などという表現である｡また､生活の中では､ありのまま､もち前の地のままで､

飾り気のないこともいい､質実とか_質素とかいうことである｡また､ ｢実｣とは真実のことで

あり､内容のあることを言う｡この二つを重ねた｢実質｣とは物事の内容､または本質をい

い､形式や外見にとらわれず､内容を重んじる生活態度や消費者行動を､実質的とか実質主

義などと言われてきた｡実質主義は､端的に言えば｢もの｣が本来持っている物理的な性質

や効用などを重視して追究していく考え方や生き方である｡
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ィ.実質主義の事例

実質主義とは､衣料品に例を取れば､体を保護するため､外界の温度と体温を調整したり､

外傷から体を守るために存在するものと考え､保温性とか体を自由に動きやすくするための

機能性などに評価のポイントを置く｡消費生活の面から見れば､丈夫で長持ちする堅牢性と

か､経済性として安さが求められる｡

本稿のテーマに関する企業活動を例にとりながら説明しようo戦後､人々が衣料に困窮し

ていた時代､家庭で衣料を縫製する必要に応えるため､ミシンを提供してきた｡またそれを

より多くの人々が､手軽に手に入れ､その利便を享受するため割賦販売制度を採り入れた｡

このプロダクトからセールスまでの活動は､衣料生活の向上という実質的なニーズに応え

たものである｡製品は機能と品質を重んじ､縫うという目的をより遠く､より正確に､色々

な縫い方で､誰もが容易に使え､故障なしに､安価で､できるだけコンパクトにと開発研究

を重ね､業界の主力メーカ-としての評価を獲得したわけであるo　つまり｢実質｣に徹した

商品開発であった｡このようにミシンは｢縫製する機械｣として存在し､このミシン像は､

誰もが認める客観的なものとして存在している｡このモノの効用は｢縫う｣という目的の実

現にある｡実質主義とはこの原理原則に忠実で､その日的実現のために機能･性能･経済性･

有効性･耐久性などを追究する､いうなれば､ ｢目的直結｣の､無駄を省く態度であり､その

実践の根底には､合理性に基づく知性の存在がなければない｡また､結果を評価するにも､

客観的に判断する価値基準が厳としてあり､ ｢良い｣ ｢悪い｣~で判断されている｡

【実質主義のまとめ】

①　実質主義とはモノが本来持っている物性(像)としての質を追求する考え方､生き方｡

②　実質主義は客観的なモノの見方である｡

③　実質主義はモノの効用を目的直結の無駄を省いた態度で物質的満足の実現を図る｡

④　実質主義は合理的な価値観をもつ｡

⑤　実質主義の評価基準は知性に基づく｢良い｣ ｢悪い｣である｡

(3)新実質主義を求める社会背景

ア.価値観の変遷

今日に見られるような豊かな社会の実現は､多くの消費者の生活態度や価値観を変えてき

たといえよう｡商品やサービスに対して､消費者が生活の実質的機能の満足を求める生活機

能追求型時代は過ぎ､高度成長社会の到来で､人々は競ってモノを買い｢消費は美徳｣の時

代を築いてきた｡モノにたいする価値観は人並みにモノを持つこと､人より先に､人より多

く持つこと､それが行動の最終目的であったと言っても過言ではなく､所有するという消費
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感覚に支えられていた時代であったと言えよう｡企業にとっては､モノを作れば売れる時代

でもあった｡

ィ.生活エンジョイ感覚と新しい質の対応

物財の大量な氾濫に､人々は欲しいモノをなくし｢モノ離れ｣の時代を迎えた｡人々は金

銭を費やしても形としては残らない教養や娯楽に快感を見出し､生活の快適さや楽しさを求

める姿勢､つまり生活エンジョイ感覚を持ち始めるようになった｡

モノに対する価値観も､かってのようにモノを所有することや実用的効用を求めなくなっ

ただけでなく､価格やステータス性とも単純に相関関係を持たなくなっていった｡このよう

な新しい生活感覚は､モノそのものから､それを使う側に視点を置き換えた価値観を育てて

きた｡ ｢費やす｣モノ､ ｢所有する｣モノから｢自分なりの生活形態を創造する｣モノや､ ｢遊

び感覚のある｣モノに価値を置き始めたのである｡

その消費行動は､個性とか感性といった新しい要素の｢質｣と相関関係を持つに至った｡

例えばファッション衣料でも､かって所有欲･顕示欲をかりたてた輸入有名ブランドよりも､

人が知らなくても､消費者自身の感性にあったモノをセンスよく着こなす個性を重視する｡

例えば､有名な画家の絵よりも､自分のライフスタイルにマッチする新人の絵を高く評価す

るなど､つまり､自分の個性によってモノに質を与え､差別化することができるモノこそ価

値があるとする"新しい合理性"の考え方が育ってきたといえよう｡

また､先のモノの日的直結型効用にこだわる生き方を実質主義とするならば､現代のモノ

に対するこだわり方は､正に新実質主義と言っても良いであろう｡時代の流れがモノに対す

る価値観のあり方を変えたのである｡これからの企業のあり方として､従来の実質主義の考

え方だけでは､対応できなくなってきたといえよう｡消費者自身が知恵や知識を生かして､

自分なりの生活を創造するなど､新しい時代感覚に立脚する質の追究が始まっている｡

(4)企業が提案する新実質主義

ア.新しい価値観のキーワード

企業が商品にもたらす新しい価値観のキーワードとして､個性とか感性､自分らしさ､豊

かな精神､高揚する気分､美しさとか潤い､深い感動､心やさしい配慮､などを取上げるこ

とができる｡新しい時代は､物質的な満足よりも精神的な満足が優先し目的直結の機能･性

能の他に､情緒的な価値が欲求されている｡

モノの見方も､客観的な知識に基づく画一的なモノ像ではなく､各人の個人的知識体験､

あるいは時代感覚からくる異なった効用の解釈が大きな比重を持ってくる｡これはモノの

｢像｣に対して｢観｣と表現することができると共に､各人がものに対してとる基本的な態
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度であり､心に結ぶ効用像であって､主観的なものである｡

第7巻第1号

ィ.主観的価値と精神的満足

新しい価値観について､企業の主要事業の一つであるタイプライターを例にとって説明し

よう｡タイプライター像とは､コミュニケーション･ツールの一つとして文字を書く道具で

あり､その目的は文書を作成することにあり､実質主義では､読みやすい文字で､打ちやす

く､静かで軽やかであることなどが求められてきた｡しかし､タイプライター観というのは､

このように客観的なものではなく､ある人にとっては外国文化の理解の接点と思い､ある人

はキャリアウーマンのシンボルと思い､人によっては国際人としてのプライドを満たす知的

満足の対象であったり､テクノボーイの見栄であったり､人それぞれ固有の効用を論じる､

主観的なものである｡

そしてタイプライターへの満足感を考えると､使っている姿が美しい､色々な文字に美し

図1　実質主義から新実質主義への移り変り

国選匿

[=亘コ　　　　　　　　　　　｢物質的満足l

客観的なものの見方　　　　　　　　　　　　　　　合目的な価値観

平準的な満足

像

(客観的価値)

精神的満足

(情緒的価値)

生活エンジョイ機能

生活維持機能

物質的満足

(合目的価値)

観

(主観的的価値)

その人なりの満足
























